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お 知
ら
せ

催
し
物

催
し
物

バ
ン
ダ
ナ
を
染
め
て
み
よ
う

か
ん
た
ん
藍
染
め
体
験

生
活
排
水
対
策
と
し
て
の

　
　
　
浄
化
槽
の
普
及
啓
発

浄
化
槽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
香
川

第
2
回
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

か
が
わ
育
児
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
７

◆
日　

時

　
１１
月
１０
日（
土
）

　
午
後
７
時
〜
９
時

◆
場　

所

　
山
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
２
階
集
団
指
導
室

◆
対　

象

　
小
学
生
〜
一
般

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

　
し
ま
す
。

◆
定　

員

　
２０
人

※
事
前
に
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
費　

用

　
１,
５
０
０
円（
材
料
代
込
み
）

◆
準
備
物

　
エ
プ
ロ
ン
・
ゴ
ム
手
袋

◆
問
い
合
わ
せ

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
６３
・
１
０
４
１

◆
日　

時

　
１１
月
２５
日（
日
）

　
午
後
０
時
３０
分
　
受
付

　
午
後
１
時
　
開
始

◆
場　

所

　
山
本
町
河
川
敷
運
動
公
園

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
（
上
流
側
か
ら
２
面
使
用
）

◆
対　

象

　
三
豊
市
・
観
音
寺
市
内
の
小
学

　
６
年
生
の
女
子
お
よ
び
、
中
学

　
１
年
か
ら
３
年
生
の
女
子

◆
講　

師

　
観
音
寺
中
央
高
校

　
　
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

◆
申
し
込
み

　
不
要

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
６３
・
１
０
４
１

◆
日　

時

　
１１
月
７
日（
水
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

◆
場　

所

　
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松

　
　
第
１
小
ホ
ー
ル

◆
対　

象

　
ど
な
た
で
も

◆
参
加
費

　
無
料

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
水
処
理
課

　
☎
７２
・
５
６
６
７

　
「
か
が
わ
育
児
の
日
」
の
取
り

組
み
の
普
及
啓
発
や
、
社
会
全
体

で
子
ど
も
を
育
む
意
識
啓
発
を
目

的
に
、
県
内
支
援
団
体
や
企
業
が

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
バ
ザ
ー
な
ど
、

親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日　

時

　
１１
月
１８
日（
日
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

◆
場　

所

　
さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国

◆
問
い
合
わ
せ

　「消火器の点検に来ました」と業者の人が来た。「消
火器はありません」と言うと、「一家に１本は必ず設置
しなければなりません」と言われ、高額な消火器を購入
させられた。

相談事例①

①一般家庭での消火器の設置は義務づけられていません。

②消防署や消防協会などと語る業者もありますが、この

　ような公的機関では、消火器の販売はしていません。

③消火器の期限は、容器は８年、中身は５年が目安にな

　りますが、消火器の保存状態により多少変わります。

④もし消火器を購入したり詰め替えをしてしまった場合

　でも、８日以内ならクーリング・オフ（無条件解約）が

　適用になります。

アドバイス

　販売に来た人を消防署の人だと思い、消火器の点検と
中身の交換をしてもらった。いつもより高額な請求だと
思ったが、すぐに支払った。その後、消防署に確認した
ら、消防署の人ではないことがわかった。

相談事例②

困ったときや詳しいことは下記までお問い合わせください。

問い合わせ　西讃県民センター（三豊合同庁舎内）　☎２５－５１３５

▲

消火器の訪問販売！
あなた
は大丈夫！？あなた
は大丈夫！？生　活

辞典豆

消火器の訪問販売とは、どういうものでしょうか？
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「
ふ
れ
あ
い
の
日
」
学
習
発
表
会

香
川
西
部
養
護
学
校

み
ん
な
の
精
神
保
健
福
祉
を

　
　
　
　
　
　
　
　
語
ろ
う
会

　
県
子
育
て
支
援
課

　
　
少
子
化
対
策
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
２
８
７

　
香
川
西
部
養
護
学
校
で
は
、
心

身
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
教
育

や
就
学
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
「
ふ
れ
あ
い
の
日
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
日
ご
ろ
の
学
習
の
成

果
を
発
表
す
る
学
習
発
表
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
日　

時

　
１２
月
８
日（
土
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜

◆
場　

所

　
香
川
西
部
養
護
学
校

◆
問
い
合
わ
せ

　
香
川
西
部
養
護
学
校

　
☎
２５
・
１
７
７
５

◆
日　

時

　
１１
月
１４
日（
水
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

◆
場　

所

　
三
豊
合
同
庁
舎
内

　
　
３
階
研
修
室

◆
対　

象

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん

　
で
い
る
家
族

◆
内　

容

　
「
子
ど
も
の
思
い
・
親
の
悩
み
」

　
を
テ
ー
マ
に
お
話
と
フ
リ
ー
ト

　
ー
ク

◆
助
言
者

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
主
宰

　
　
木
村
　
清
美
さ
ん

◆
費　

用

　
無
料

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
保
健
対
策
課

　
☎
２５
・
２
０
５
２

◆
日　

時

　
１１
月
２１
日（
水
）

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

◆
場　

所

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
３
階
大
会
議
室

◆
対　

象

　
難
病
で
療
養
中
の
人
・
ご
家
族

　
お
よ
び
関
心
の
あ
る
人

◆
演　

題

　
「
病
気
と
の
つ
き
あ
い
方
」

　
あ
さ
ひ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　
　
朝
日
　
俊
彦
先
生

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
保
健
対
策
課

　
☎
２５
・
２
０
５
２

◆
日　

時

　
１１
月
２３
日（
金
）・
２４
日（
土
）

◆
場　

所

　
香
川
県
青
年
セ
ン
タ
ー

（
高
松
市
国
分
寺
町
国
分
１
０
０
９
）

◆
内　

容

○
２３
日
　
午
後
１
時
〜

・
講
演
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

　
　
精
神
障
害
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

　
　
セ
ン
タ
ー
こ
ら
ー
る
・
た
い

　
　
と
う
　
加
藤
　
真
規
子
さ
ん

・
分
科
会

・
懇
親
会

○
２４
日
　
午
後
９
時
３０
分
〜

・
全
体
会

　
「
１
日
目
を
振
り
返
っ
て
」

　
「
講
師
と
語
ろ
う
！
」

◆
対　

象

　
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ
る

　
人
◆
参
加
費

　
無
料

※
懇
親
会
・
宿
泊
希
望
者
は
個
人

　
負
担
あ
り

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７（
８
３
１
）３
１
５
１

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の

　
　
　
　
　

「
親
の
集
い
」

難
病
講
演
会

「全国物価統計調査」にご協力を！

　１１月に「平成１９年全国物価統

計調査」が実施されます。

　この調査は、消費者が購入する

主な商品の販売価格やサービスの

料金などを調査するもので、物価

対策のための基礎資料を得ること

を目的として行われる国の重要な

統計調査です。

　調査は、全国で約１３万の小売

店舗と、約４万の飲食店・サービ

ス事業所等が対象です。調査され

た事項は、統計を作るためだけに

用いられ、その他の目的に使われ

ることはありません。調査にご協

力をお願いします。

問い合わせ　企画課　☎７３－３０１０

▲

▲

　詫間町の香田火葬場は、長年の

使用により老朽化が進み、９月に

は火葬炉の耐火レンガがはがれ落

ちる事例が発生しました。火葬場

の設備には大規模な修繕が必要と

なり、多額の経費を要するため、

三豊市の方針として、１０月末をも

って使用中止にすることになりま

した。

　今後は、市内の他の火葬場で火

葬を行うことになりますので、市

民の皆さんのご理解とご協力をお

願いします。

　問い合わせ
　環境衛生課　☎６２－１１２０

香田火葬場の
　　使用を中止します
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